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オセルタミビルリン酸塩 (タミフル)の平成21年4月 1日 以降に新たに副作用報告された異常な行動が記録されている事例の概要
(平成22年 6月 末までの企業情報入手症例 )
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動■ マ■用量 丼用薬t り魏 KPT'| 「無| 幽 o毎二 簿考

OngX 2回 /日
OmgX l回 /日

bルボシスイ ン
ミ化水素m7~キストロメトルファン

発症日:2009/01/24(午 後5時 )
発症時に認められた自他覚症状 :発熱:098℃、鼻症状
診断日:21D9/01/25日 uA
2009/01/25(夕 方)398℃の発熱を呈した。本剤10m`x2回 /日投与(～
∞9/01/27、 当日夜より4度にわたり内服)。
2∞ 9/01/23(1130)熱 せん妄(医師菫篤度:非重篤)発現。昼にドアのノ
タを盛んにカチャカチャまわす異常行動あり。(夜 )睡眠中急におきて階段
:かけ降りようとし母が割止(同 日夕より発熱はなかった)。
2∞ 9/01/27熱せん妄の転帰:回復

与開始(～ 2∞ 9/01/06)。
2∞ 9/01/123■ 9℃の発熱と食欲不振・機怠感を主訴として本院外来受
0、 インフルエンザ迅速診断キットで診断し、インフルエンザは陰性であつ
L。合併症としてうつ病あり。本院における本剤投与は無。
人院じ点滴などの一般的な対象療法を行つたところ患者の状態力`改善し、
4日 に退院することになつていた。
2∞ 9/01/14(朝 )自殺(飛び降り)発現。
議者の姿力t見えないことから捜索した力`直ぐには発見てきず。
司日、近くのビルの下で倒れているところを発見された。他院に搬送されて
厄亡力く確認された。従つて当院では息者の死亡を確認していない:
自殺 (飛び降り)の転帰:死亡

・2∞ 9/01/23イ ンフルエンザA型のため本剤75m拠方 (～ 2009/01/23)`
・2∞ 9/01/26不穏発現。突然夜に部屋から遺つて管理人室に来られ、
「お父さんの帰りが通いから会社べ電話したいので電話帳を貸してはしい
と語す。                  .
その後、部屋を見に行くと、カーテンの中にもぐっており、「お父さんがおさ
しみを買つてきてくれると言つた」「お父さんが来たJなどと

“

す。いつになく
興奮した状態だった。
セレネースl ngl錠 4回分処方され.1回服用。
盟日より本剤中止の指示。

「
段は物静かで温厚な方であり、また二人はすでに亡くなつている。
・21X9/01/2,不穏はなし。
,不穏の転帰 :回復

モンテルカストナトリウム 2∞9/05/10)。
.2∞ 0わ 5/08異常行動 (医師重篤度:非重篤)発現。飛び出しそうな行動
0`あつた。
2∞ 9/05/00解熱。この日以降服用晩 かったが、森る前にトイレで踏み
台昇降運動のような動きをしたりした。投与中止7日 後まで寝る前に動き回
5などの行動をし、その後豪るが、本人ltaる前の行動を見えていない。
来院した際、脳波などの検査をしたところ異常lt無く、安心したのか夜は何
事もなかつた。その後少し寝る前の行動はあった力

'日
ごとに軽くなり1月 中

旬には何も無くなつた。
21100/15/14異 常行動の転帰 :回復
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オセルタミビルリン酸塩(タミフル)の平成21年4月 1日以降に新たに副作用報告された異常な行動が記録されている事例の概要
(平成22年 6月末までの企業情報入手症例)          ‐
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オセルタミビルリン酸塩鰺ミフル)の平成21轟
陽 場 鱚 稽覇黄事謝

異常な行動が記録されている
〒
例の概要

・枷 ■ 卜.11需 1■,■ 轟
=1■
|ヽて IヽIサ : 畔

2mgXl回 /日 回復
:修麟薔::識

'3テ

;群握時)日 uA

母親が静上。(12,5)異常行動の転帰:回復
その後すぐに近小児科受診し、リレンザ処方された。
・2009/01ノ 2237℃へ解熱 .
.21X19/01/25治菫。

馴 雪1品劉籠鼎踊鷲翻 露番∬鰹謎現零雛
罐 あ転帰:ネ明

層要

殴罐 茫層ど群瑠篤徳翡霧攪品19F鷹奏f
発現時間2時間。
・転帰:不明

下明 ・本剤服用巨悛に外にポひ出した
"場
。

・転帰 :不明

Ю7mgX2回 /日
プロピオン酸フルチカゾン
カルボシステイン
メキタジン

下眠症

臓越

)

ち臨 /ぉ 帥 ぉ
“
℃まで下がら■、たメあ

“
●℃と遡こ畔

場協犠ξ場鵜応5辮 訳″寧じj撫 どな視
場認腑 8脇翻臨の転帰:回復
幻覚.走りまわる発現。家の中を走りまわつたり、ヒトがいる等と言つた。
幻覚の転帰 :回復
.走りまわるの転帰 :回復

1即番号 生 「 "Ll inHI 藤暴,III=1111ギ 11 ■IIぼ11■幸1■
=.I■
|1111 購考

のため本剤役与。

(服用30分後,異常行動(医師重篇度:軽微)発現。親の下に,ぐ りこみさオ
ぐようすがみられたので、la用を中止した。
.異常行動の転帰:不明

=ベ
ンスロテベビツン

カルボシステイン
3-マレイン酸ク甲′レフエニラミン

」燿

3『爵 ‰ ″ル 僣i鶴リ ゥゎし滞 断の有無 :無 (兄力桐 首曰畝陽
生)
旨型インフルエンザ疑い治療のため本剤50mg投与開始(～ 2∞ 9/10/14)。
2∞ 9/10/14(330頃 )嘔吐あり。その後本剤2回 目服用。
1030頃)異常行動 (医師菫篇康 :非重策)発現。ひとりで2階からおりてき

段剛姜塁繁湾謙紺 簿鍋≧識 協i菫13ょ
ま識障害は回復していた。
11:30)異常行動の転帰 :回復
2∞ 9/10/17転帰:回復    ｀

霞群
ぞ 」堀 覇 藍 孟瑾 瑾 卜

:不明)発現。本剤投与で様子

転帰:不明

ヒベンス餞テベ

`シ
ン

d―マレイン酸クロ,レフェニラミン
セラベプターゼ
アセトアミ′フェン

lを∞9/1o/1oィンフルエンザA治療のため本剤75mg投与。
(投与3時間半検)2おから1館におりて来てぐるぐるまわつているのみ、5分

(らいで何でもなくなつた(医師菫篇度:非重篤)発現。
上記所見あつたが5分以内に正常となつたので特

'1な

処置はしてない。本

劇服用を中止とした。リレンザに変更。
転帰 :回復

回
回
回

・2009/10/0フ 救急外来受診後、本剤75m`XO回 /日 投与開始。
2∞ 9/10/0い 本剤75m`X4/日 投与。
(昼 )異常行動(|[徊 )(医師重織慶:JI重篤)発現.落ちつかない(徘徊)。

瑞:夕紛:iツ腸チl;路視.晰購麻剤と絲麟舗
査することとなる。
異常行動(徘徊)の 転帰:軽快

・異常行動 (ふとんの周りをぐるぐる回る)(医師重鵞度否明)発現。熱は下
がつている。
本剤中止後すぐに軽快した。
・異常行動 (ふとんの周りをぐるぐる回る)の転婦 :軽然
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|,■≒資′綸 七 碁■,■ 酪雌縄::111■11:郷 醒轟嚇題雑醸腱猟■■ 白魏趣繁:::fl畢欺 ||● :■ 11■11■ III 嗜書|

OngX 2回 /日 ,エン酸モサプリド
′バミピド

'ア
モチジン
アロプリノール
饉化マグネシウム

異常行動 た遺症 ・発症日:2∞9/11/02(時 刻不明)
・発症時に認められた自他覚症状 :発熱 :39℃、消

`じ

器症状 (嘔吐)、 異常
lr動 (本剤投与前はなし。その他、精神神経学的症状なし)
・2∞ 9/11/00(夜 中)かかりつけ医受診.インフルエンザ疑いのため本剤
るmtX2回/日 (γ 2009/11/08).ロキソニン投与開始。
2ヽ∞ 9/11/00(午前)インフルエンザ脳症、異常行動発現.意味不明な言
勁あり。「つりをしよう」とベランダヘ行つた。
・2009/11/07異常行動あり。
・2∞ 9/11/0840℃発熱持続。(1215)全身性痙攣出現 (1200)セルジン
L用 。    ´
(1300)痙摯出現。、人工呼吸器管理となる。ガイドラインに沿ってツルメド
ロァルバルス療法.血しょう交換施行。(時刻不明)頭部CT:左右差あり、
有側て浮腫疑い。

織 催認犠貞出難:占垢激幅君螺蹴蹴師
過からインフルエンザ脳症の可能性が考えられる。
・2∞9/11/10インフルエンザ脳症疑いの転帰 :未回鮮

.発量鼻ご翌χttr:警層擬習1:発農:383℃、頭痛
・2∞ 9/10/29(910)300℃ の発熱で受診。 (1030)帰宅後、A型インフル
エンザ治療のためクラリス、本剤75m識与。自室で寝た。(11●0頃 )異常
lT動発現。目を覚まし、隣の隣にある父親の部屋に無意識のうちに移動し
ていた(2階 )。 異常行動はそれだけで、怪我もなくその後回復j
.異常行動の転帰 :回復

テアプロフエン酸
わルボシステイン
ツプロフィリン・ジヒドロョデイン●l合剤

発症日:21X19/10/29(午前)
発症時に認められた自他覚症状 :発熱:3,4℃、咬、1目頭痛
2009/10/30(午前,新型インフルエンザ疑い治療のため本剤45ng投
与。
(投与2時間後)異常行動(医師重篤鷹 :非菫篤)発現。奥の部屋から約
Om先 の玄関へ猛スピードで走っていった。母親が取り抑え、近くの部屋て

的10分間抱えてlnlぇてぃた。その間も「何かが来る」と言つたり、逃げまとう
たうな言動が続く。
腐急搬送にて他院へ運ばれ、フリタT3(用 量不明)で鎮静。
■宅後.異常行動消失。
2∞ 9/11/05異 常行動の転帰 :回復

本剤投与3日 日、夜中に徘徊 (医師菫篇度:不明)、 悪夢を見て泣き出す
医師量篤度:不明)発現。
夜中につ1徊の転帰:不明
悪夢を見て泣き出すの転帰:不明

輛姜書IЁ封鵬緊tll論■it鎌腕蓮彙曇圏 尋奏率轟廊薩頓幡澄群1轟翼轟 鞭 :薫颯や乗■FIⅢl■悌i計 は■11111
回

回 ラヽネキサム酸

:鶏濡男5詭
め
れ禽廓昇夕男鰤 投与

"mgXね
/日

投与開始(～ 2009/11/10)。 嘔気・嘔吐あつた。異常行動 (医師菫篤度:非

重篤)発現。家の中をウロウロ歩き回る。「コワイ」などの言葉を発する。
・2000/11/10(夜 )発熱もおさまっていたが、再びrコヮィJ、「ゃバィ」など
と言つたりくり返した(前夜よりは軽度)。
21X19/11/11以 後本剤中止し異常行動はなし。
異常行動の転帰 :回復

2∞ 9/11/12(午前)本院受診し新型ィンフル■ンザ(HlNl)治療のため
本剤75m醸与。(午後)本剤フ5mg投与。(23011)入 眠.異常行動く医師重
鷹度リト重篤)発現。意味のない事をしゃべり起きたし、衰口のキイを開け
ようとし、家族力鼈 にして眠らせた。(発現10分後)再度同様の発作。以後
10分後とに朝方5時まで継縫 れた。
・211C9/11/13(■ 00)異 常行動の転帰 :回復

巨酸シプロヘプタジン

'ル

ボシステイン
21X19/11/10来 院じインフルエンザA型の診断にて本剤 (投与量不明)処
た。帰宅し,a用 (～ 2∞ 9/11/17)。
2∞ 9/11/17(200頃 )異常行動(医師重年度 :非重篤)発現.意味不明

"言
葉を発し走りながらトイレに入つた。出てくるときには裸だつた(体温は

'3度
)。

(朝 )元に戻っていたが夜のことは本人は記憶にない。
:異常行勁の転帰:回復

異常行動
(夜 )異常行動(医師重篤度不明)発現。構を持つてうろうろする、泣き喚く。
2日 日、朝の分を昼前に本剤2,ぃ壺漁用後「せみがいてる」という。以後本
制の服用は中止。
異常行動の転帰:不明

民常行動
惧
復 ・2∞ 9/11/22(PIL)頭 痛、せき、のど。

・2∞9/11/20A型 で処方。(1000過ぎ)母帰宅。376℃ 。(1'30)本剤50m:
服用。
・2∞ 9/11/24(000)行 動異常(医師重篤度不明)発現。「こわいこわい」と
テープルの周りをまわり、燎色藩く、6分後に楽になつて寝た。(朝 )373℃。
(,10過ぎ)本剤服用。385℃ 。(12bO過ぎ)行動異常(医師重篤度不明)繁
現。突然起きて「暑い暑い」と玄関をあけて:5mくらい先の道路まで出た。
父親がつかまえた。(10'0頃 )3●9℃。
服用中止後、特に問題なく元気に過ごされている。
・異常行動の転帰:回復
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2mgXl回 /日
晏化水素酸テキスト●メトルフアン
フセトアミノフエン

國復

護ri磐翻た‖ 洗罵:製二:All【

`雀

雪籠i35雪湯:負各懸 ζ
動、多弁、不眠)(医師重篇度リト重篤)発現。部屋のかぺに頭をぶつけ

繁ゴll為鷹行
つ
お脇常璽i認議輌暇路薫畠誕f東鋼確驚

カロ
・2009/11/13(1● ●l熱症状軽減するも、部屋を動き回つたり、多弁にな
る。
(om)To,4。 頭痛.関節痛強ぐなる。本剤服用するも多動などなく入眠す

な 頃汀→60で頭痛、関節痛もなく空腹感あり。食事も摂取する。
・興奮状態(多動、多弁.不眠)の 転帰:回復

巨酸アンプロキツール
|フジトレンピボキシル

'ァ

ゼバム
フラリスロマイシン

回復

覇詰″溜斃rれgf裂ち舞1卍[禦2等壼診鉢剤
“
噸X2回/日投

頭尋り|=般盤 診した際には36度に解熱していたが本剤を継続拠
■宅謝習設綺l謙霞乱F]軍瓢『断奨勇翫勤躍覧
[智
こと。また、名前を呼んでも返事しないとのこと。 れで本剤を中

十
さ

・2∞ 9/11/25異 常行動の転帰 :回復

'マ
ル酸ケトチフェン 診断日:2∞9/11/24(午後 )

ウイルス診断の有無 :有 (曰uA
2∞9/11/24新型インフル=
2009/11/26)。 食後
・2009/11/25
(1時間以上経過.1000台 )異常 。熱376度 。ベットから

発する。母親から薬局てて部屋の隅に行き怯
TE島つた。 処方D`こ連絡。本

削中止を指示。
(l allll台 )異常行動回復。

5meXl回 /日
可複

やうおS島儀島編昌畠豪1嘗盤野雰謙鈷翡1離解hの観:回
に、けいれんの転帰 :回復

オセルタミビルリン酸塩(タミフル)の平成21年4月 1日以降に新たに副作用報告された異常な行動が記録されている事例の概要
(平成22年 6月 末までの企業情報入手症例)

I織齢蝉誓キ||:劇壺毒黎F電機■iIF111キ1

嘴』」
淋 構
コ復
回復

隋

・2∞ 9/03/10イ ンフルエンザ罹患。

搬織催慶難 静:景戴鞘織硼 電器即
らついた。その後も内服継続した。

3器跳:夕 :賢陽[懲Fl謬聞』馳遍なく治農終了となる。

難:聯硝i廊言‖趙 縫震聟静
後、本人記憶ない。本剤ほ継続。
,2∞9/11/27鮮熱し症状は消失。内服後、登校許可もらう。
・睡眠時遊行症
.鷺傷症の転帰:回復

回
回

回

円嚇
嚇
嚇

巨酸プロムヘキシン

露蟹うち否魂ジン

埋籠島 :盤χざ11[艦 隷 :鎌ぉ17℃.轟 、咳、鼻症状は水、

「
づまり、くしゃみ)、 悪心.咽頭部の発赤、頭部リンパの腫脹
診断日:2∞9/12/13(午後)

1島甜スタ評?議星肝 者

“

:鶴F鳳:麗ftl,の利

場認 お帰お 1鷺漁 、2缶二篇鷹琲 Itl発 現。ふらふらしな
0(ら過呼吸気味に

'に

かけよる。記憶はない。けいれんはなし。

静侶 :魁 )事鍵轟段「

る。敷急背センター受診し、脱水症状と診断。

異常行動回復。

臭化水素酸デキストロダトルファン

=酸
アンプロキツール

身長 :不明、体菫 :23kg

発症日:2∞9/10/10(時 刻不明 )
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ォセルタミビルリン酸塩(タミフル)の平成21年4月 1日以降に新たに副作用報告された異常な行動が記録されている事例の概要
(平成22年 6月末までの企業情報入手症例)

1加番蛹|一鈍 I :縣機 離 麒 晦 1黎 1麟懸 螂 譲詫I碁螂 驚ユ臨
=
綺書
'層妄

L常行動
壼
復 十本剤の投与を受けた(投与量不明)。 (昼 )本剤内服。 (夜 )本剤内月腱。

2rK19/1o/24(朝 )解熱し元気|_/4‐●た。本剤内服。 (1■ 45)本剤内服。

"7●

5)無熱せん妄(医師重篇度:不明).異常行動(医師重篤度:不明)発
覺。突然「胸が痛いJ「苦しい」「死ぬ」などを目走り号泣、呼名には応じず、
と臥位のままぐるぐる動きまわるなどの異常行動も見られた。敷急車要請
当́院ER受診。受診時意識レベルはGCSで E4V3M6で あり、追視はあつた
Oζ呼名反応には応じなかつた。診察中、意味不明のつぶやきや「月曜日は
学校に行く、無理なら火曜日には行く」など、論旨は通るが唐突な言動を組
′返した。大きな異常行動は見られなかつたが、点滴部位の固定絆創音を
まがそうとする動きが見られた。体温361鷹 、意識レベルを除いて神経学
,異常もなく、■解質など血液検査も異常なかつた。観察入院。入院後は
入眠。
2∞ 9/10/25(朝 )OCS15となり、神経学的異常も認めず、退院した。
,無熱せん妄の転帰 :回復
異常行動の転帰 :回復

クラリスロマイシン
カルボシステイン

.2∞ 0/11/10(11:00)A型 インフルエンザ(新型インフルエンザ疑い)
合療のため本剤87mgX2回 /日 投与開始(～ 2∞0/11/14)。
(2200)発 熱あり。異常行動(医師重篤度:非重策)発現.室内をウロウロ

歩きまわる。大が歩いているという。だれかがいるという。意味不明な発現
らり。
.2∞ 9ノ11/11(夜 間)解熱(37℃以下)。 室内をウロウロ歩きまわる。意味
下明な発現あり:
.2∞ 9/11/17異常行動の転帰 :回復 特に後遺症なし。
2∞ 9/12/10(17“ )上気道炎にて当院受診。異常行動なく、まつたく正
喘であつた。

:ベンズ酸チペビジン
bルボシステイン
8酸シプロヘプタジン

綿,Cttb質鸞話滝[ィンフルエンザ(新型インフルエンザ疑ι→治療
維線撃:膚亀窮朧 熙!鑢 _嵩罐期も曹
毒瞥指讐朧 鵞11:焉総雰1欝t晨事よ愁朧 i3ttfえ
缶100)異常行動、幻覚、幻視の転帰:軽快
・2∞ 9/12/07受 診じリレンザ吸入に変更す。

'4ng×
2回ノ日 ・2∞9/10/21(1900)A型 イジフルエンザ(新型インフルエンザ疑い)治療

のため本剤24mg投与開始(～ 21X19/10/22)。
(21■0)本剤服用2時間後、幻覚(医師重篤度:非菫篇)発現。台所へ行つ

て泣いてコップを見る動作を反復した。視線も異常であつた。5～ 10分間。
・2∞9/10/22(3●0)幻覚 (医師重篇度:不明)発現。毛布の上で実際には
いない虫をつまむ動作を反復して「これ嫌い」といつていた。5～ 10分間。
・幻覚の転帰 :回復

オセルタミビルリン酸塩(タミフル)の平成21年4月 1日以降に新たに副作用報告された異常な行動が記録されている事例の概要
(平成22年 6月末までの企業情報入手症例)

,輛

"11:|1事

i和ぼ■ヾ 彗ξ着:場S■餞: 置考

.2∞9/12/12(1■ 00)378℃ 、咽頭痛。
2∞ 9/12/13(000)397℃ 。(1●∞)外来受診。(1lЮO)A型確定。
(1300)昼 食後本剤75ng●服。(14∞ )異常行動(医師菫篤度:非重驚)発
見。突然起き上がり2階へのぼり戸棚を開けFHめし意味不明な言葉を発す

る。(1400)おさまる。
.異常行動の転帰、回復
2000/12/14(0,0)患 者へTEL後状態安定確認。

・(夜 )本剤服用。一緒に寝付いた。(1時間半後)底先を走り回る(医師重策
度不明)発現。目を覚ますといない。底先で走り回つている。呼びとめると
ボーつとしている。
・(時刻不明)本剤ではないだろうともう一回月腱用。また庭先で走り回つた。
抱つこした。「10メートル」と言つて走る。
4自分渡された。胆用前には大文夫だろうと言われた。4日 間ともに走り
回つた。1回だけ「,0メートル」と騒いた。暴れはしない。抱つこしてフトンで

凛た。今までぐつたりしていたが急に走り回つた。
・解熱した。熱があったら来なさいと言われた。
・2010/01/12病院に行つて伝えた。本剤にはまつたく触れず。せきどめ。
異常行動には触れず。レントゲンで肺炎ではないと言われた,

露先てたり回るの転帰:不明

2009/11新型インフルエンザに感染し本剤投与開始 (投与量・投与期 F●i
不明 )。

本剤2日 間内Л屁後、異常行動(医師重篤度不明)発現。
=治
医より「本剤

はあわなかつたのかもしれない」といわれ、リレンザの処方を受けた(熱は
まだ高い状態)。
・リレンザ2日 1腱用したが、熱が下がらず熱性けいれんを起こし入院。3日 で
退院。
2010/01異常行動を起こす。黒れたり、急に家を飛び出したりして目が湖
せない状態。別の病院にかかって調べてもらつたが、どこも異常はなく脳症
でもないといわれた。
・異常行動の転帰:不明

身長 :不明、倅
=:1 0kg発症時に認められた自他覚症状 :発熱 :377℃ 、咳

2000/12/10(21:∞ )A型インフルエンザ (新型インフルエンザ疑い)治療
りため本剤36ng投与。(2230)異常行動(医師重篤度:非重篤)発現。寝て

1認識翫L冨酬竃r2誕響爵2質爾醜誓73鵬
けヽも一切無視。意味不明な事を口走る。10分程経過し興奮がおきまり寝
ついたが、その後も突然起きて同様の症状を呈す。自分の名前を別人の

こ前であると主張する。その後再び寝ついたが計4回症状が出現した。
2∞ 9/12/17(時刻不明)他院受診したが、症状がおさまつており経過観
案とされた。
夕)短時間意味不明な事を口走るという症状がみられた。
2∞9/12/18異 常行動の転帰 :回復  :
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オセルタミビルリン酸塩(タミフル)の平成21年4月 1日以降に新たに冨1作用報告された異常な行動が記録されている事例の概要
(平成22年 6月末までの企業情報入手症例)

岬嚇 ■ 1幕稀轟肇|:せ響III部 r 11=| 麟
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討性撃L酸菌製剤 (3)

'マ
ル酸クレマステン
bルボシステイン
:ベンズ酸チペビジン
妻皮エキス

ンロプテロール

晏常行動

洲彫器′::騒 :潔冥L晶駁鼎:概電)ル iンザ陽離陰
眸習嘲 撃履綺お鶉 支2回 /日殷与
露簡∫発蜜路 P。

夜 本剤のみ、発熱は下力くるも、夜中異常な行動(烙

・2010/01/21朝 37℃前後、本剤内服.スキップしたり同一行動を繰り返

置h後吐く意識僣夏 集一つとしそt、る為.救急車で小児病農入院。

●rng X l回 /日 ・発症日:2∞9/12/13(時 刻不明)

・発症時に認められた自他覚症状:発熱:38℃ .咳、消

`ヒ

器症状〈嘔吐)
2∞ 9/12/14A型インフルエンザ治療のため本剤71ngX 2回 /日 投与関
始(～ 2009/12/15)。
・2009/12/15異常行動発現。泣き叫び2階より飛び降りそ引こなった。母
親が気づいて止める。
・2009/12/10本人記憶なし。
・2009/12/18異常行動の転帰:回復

75m“ ×2回/日
75mg X l回/日

嘔酸プラミベキツール水和物
レ′くミピド
塩酸セレギリン
ノニサミド
塩酸セレギリン
′ニサミド

。発症日:2009/02/09(午 後)
・診断日:20119/02/09(午後14時頃)曰 u日、サンブル採取筒所 :記載なし
・2010/02/00(1400139℃ の発熱。
16001B型インフルエンザに対し、本41175m`X2回 /日 )投与開始(～
2010ノ 2/141.

1夜ンく―キンソン病症状の改善(非重篤)、 異常行動(非重篤)発現。シスキ

ネジア(当患者は無動が強く、薬が効き動けるときにはジスキネジアを伴う)
0(出現。また、数年登ることもてきなかつた階段をいきなり駆け上がり、静

止したが興奮した機手で話が通じなかつた。
異常行動の転帰 :回復
.2010/02/10意 識清明。
2010/02/21パーキンソン病症状の改善の転帰 :回復

,以前に同様の副作用を起こしたことがありますか? はい(バーキンソン
膚の治療薬のときと似ている)
El作用症状の精査のため、追加の検査が行われましたか, 採血でアド
ノナリン.ノルアドレナリンの濃度 :特異的所見なし(元々■dopa内月『 中で

アドレナリン、′ルアドレナリンは高値のままだつた)

75mg X 2回 /日
75mEX l回 /日 礁脇魔鍵鋼譲15蝿翻蹴鶏漁農%/日投婦

始(～ 2010/2/つ 。
・2010/02/03●∞ω睡眠時遊行(医師■篤度 :非重篤)発現。
就裏中起き出して外に出、自転車をガ升 ガ升 と操作していた。隣に裏て
いた父親が音に気付いて起き、連れ戻し裏かせた。

その後は何もなく朝まで寝ていたが本人は夜中のことは全く記憶にない。
・転帰日:2010/02/07睡 眠時逆行の転帰:回復

オセルタミビルリン酸塩(タミフル)の平成21年4月 1日以降に新たに副作用報告された異常な行動が記録されている事例の概要,         (平 成22年 6月末までの企業情報入手症例)
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カルボシステイン
モンテルカストナトリウム
アセトアミ′フェン

.発症日:2010/02/04(午 前10時 )

発症時に認められた自他覚症状 :発熱:39℃、顛痛、咳、鼻症状、関節
膚.儀念感
.診断日:2010/02/05(午 前)日 uA、 サンプル採取簡所:鼻腔、PCR検査 :

ケし
,1● Ol新型インフルエンザ治療のため本剤42mgX l回 のみ』長用。

“

210頃 )就寝。
12301R常 行動発現(非重篤)。 急に起床し、寝台の周囲をぐるぐるたり
コった。
1245)異常行動回復。
その後、当日中に再受診、特に問題ないとll断し、本剤中止にて経過観場
とした。

2mgX 2回 /日 ・20081ぜレ夢男″ 」写治療のため本剤投与、異常発言 (うわ言)発現
(非重篤)。 転帰回復。  ‐
発症日:2∞9/00/15(午前)
・発症時に認められた自他覚症状 :発熱 :39℃台、咳、倍怠感、消化器症

状(嘔吐)、 経口摂取不良
・診断日:2∞9/06/10(午前10時 )
・ウイルス診断の有無:有 (曰 uA、 サンプル採取筒所:記載なし、PCRで新型

酬溜F:盤雛 宮7=3望湾輔 害論 力協
められた。
22001本剤2師投与。
●3001異常言動。本人が「走つてる、走つてる」El走り、腕を振つてベッド上

を走つている動作をした。ただし、ベツドから飛び降りる等の危険行動はな
かった。
入院(～ 2009/6/22)。
2∞ 9/03/17異 常言動回復
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